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オオ ミズ ナギ ドリか ら得 られ た外部寄生虫3種 について

         鶴 見 みや古

Ectoparasites (Mallophaga and Siphonaptera: Insecta) from the 
   Streaked Shearwater Calonectris leucomelas collected on 

               Toshima Island, Tokyo 

                     Miyako Tsurumi *

   Abstract In October 1981, I surveyed a colony of the Streaked Shearwater Calonec-
tris leucomelas on Toshima Island in the Izu Islands, Japan, in order to collect ectopara-
sites. The following ectoparasites were collected from 6 Streaked Shearwaters (4 adults, 2 
downy chicks): Mallophaga: (1) Longimenopon shiraii, (2) Halipeurus sawadai, and Shipho-
naptera: (3) Ceratophyllus hagoromo. These bird lice were found on their hosts' (1) breast 
and abdomen on downy chicks; (2) axillars, dorsal, and wings of adults and downy 
chicks; and (3) on an adult and a downy chick in the same nest.

は じ め に

 1981年10月,東 京都利島においてオオ ミズナギ ドリに寄生するハジラミの寄生調査を行

い,2亜 目2属2種 のハジラミおよび1属1種 のノミを採集することができた。ここにこ

れ らを報告するとともに,ハ ジラミ各種の鳥体における寄生部位についての調査結果を報告す

る。

                 調 査 地

 伊豆諸島に属する利 島は伊豆半島の南東約35km(34゜31'N,139゜16'E)に 位置し,面 積約4.2

km2,周 囲8km,東 西約2.2km,南 北約2.3km,島 中央に宮塚山(標 高507.5m)が 位置する

円錐形の小島である(Fig.1)。 オオミズナギ ドリは主に宮塚山南側の崖一帯に生息している。

                 材 料 と 方 法

 ハジラミおよび ノミ検体は,オ オ ミズナギ ドリ6個 体(成 鳥4個 体,巣 内幼鳥2個 体)よ り

採集 した。採集にあた り宿主各個体間での外部寄生虫の混合を避けるため,鳥 体は1個 体ずつ

別々に保管 し,現 地にて可能な限 りの外部寄生虫の採取をおこない,後 は実験室に持ち帰 り,

定温器を用いて完全な採取をおこなった。採集されたハジラミ,ノ ミはすべて液浸状態で一次

保存 し,ア ルカリ処理ののち,ス ライ ド封入標本とした。
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Fig. 1. Study area, Toshima Island.

結 果

1.オ オ ミズナギ ドリか ら得 られた外部寄生虫

 6個 体 のオオ ミズナギ ドリ(成 鳥4,巣 内雛2)か ら得 られた ハジ ラ ミ.お よび ノミは次の通

りであ る。

Order Mallophaga 

 Sub order Amblycera 

   Family Menoponidae 

           Longimenopon shiraii NAKAGAWA, 1959

Sub Order Ischnocera 

 Family Philopteridae 

           Halipeurus sawadai, NAKAGAWA, 1958

Order Shiphonaptera 

   Family Ceratophyllidae 

          Ceratophyllus hagoromo JAMESON et SAKAGUTI, 1959

 な お,こ れ ら種 の同定 はハ ジラ ミについては中川(1958,1959),ノ ミにつ いては阪 口(1962)

に よった 。
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Table 1. Habitat of bird lices on the Streaked Shearwaters (Calonectris leucomelas).

2.宿 主 の体上 での寄生部位

 ハ ジラ ミは宿主 の体上 で全 世代を過すが,種 に よって宿主 の体 上で棲 み分けを してい ること

が知 られ,寄 主の形態 ・寄生部位 においてHead lice, Feather liceの 二 つの タイプに大別 さ

れ ている(Rothschild and Clay,1952)。 今 回の調査 で得 られた2種 のハ ジラ ミは上記 のタイ

プ別 にみ る とLongimenopon shiraii=Head lice, Halipeurus sawadai=Feather liceで あ るが,

こ の2種 がそれ ぞれ宿主 の体 の どの部分に寄 生 してい るのかを鳥類 の羽域 図(黒 田,1962お よ

びKing and McLelland,1975)を も とに寄生虫採取 時に調 査 した。その結果,6個 体(成 鳥

4,巣 内 雛2)の オ オ ミズナギ ドリ各個体別 の寄生部位 は,Longimenopon shiraiiで は 巣 内雛 の

胸腹部,Halipeurus sawadaiで は 成鳥 と巣 内雛 の腋,背,翼 であった(Table 1)。 オ オ ミズナギ

ドリの調査個体数 が少ないため,速 断はで きないが,長 角群に属す るH.sawadaiの 寄 生部位

は短角群 に属す るL.shiraiiよ りは るか に広 い傾 向が認 め られ 興味深い。なお,ノ ミCerato-

phyllus hagoromoは 同 一巣内の2個 体(Table 1のC,D)か ら採取 され ただ けであ った。
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